
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
病
院

日本とネパールの「友憐のシンボル」となった「ネパール子ども病院」

　
ネ
パ
ー
ル
南
部
の
ブ
ト
ワ
ル
市
郊
外
に
今
月
２
日
、
「
ネ
パ
ー
ル

子
ど
も
病
院
」
が
オ
ー
プ
ン
、
翌
日
か
ら
診
療
が
始
ま
っ
た
。
毎
日

新
聞
、
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
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大
き
い
」
。
在
ネ
パ
ー
ル
の
日
本

大
使
館
は
、
子
ど
も
病
院
を
こ

う
評
し
た
。
そ
れ
は
、
政
府
の

手
を
借
り
ず
、
す
べ
て
を
民
間

の
力
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
に
対

す
る
称
賛
と
も
受
け
取
れ
た
。

　
病
院
づ
く
り
は
、
施
設
の
建

設
・
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
地
元

と
の
協
カ
態
勢
確
卒
・
－
な
ど

の
点
て
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

規
模
を
は
る
か
に
し
の
ぎ
、
民

間
レ
ベ
ル
で
計
画
す
る
の
は
極

め
て
困
難
と
さ
れ
て
き
た
。
確

か
に
、
今
回
、
子
ど
も
病
院
の

院
長
と
な
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ

ー
ル
（
カ
ト
マ
ン
ズ
）
の
ラ
メ

シ
ュ
ワ
ル
・
ポ
カ
レ
ル
医
師
と

大
沢
巾
の
故
・
篠
原
明
医
師

　
Ｔ
９
９
６
年
死
去
）
の
た
っ

た
２
六
万
病
院
を
構
想
し
た
9
2

年
八
日
本
で
は
バ
ブ
ル
経
済
が

は
じ
け
、
２
人
が
つ
て
を
求
め

て
企
業
回
り
を
重
ね
て
も
、
賛

同
者
は
現
れ
な
か
っ
た
。
「
夢

物
語
に
終
わ
る
の
か
…
…
…
」
。

謀
京
阪
師
が
絢
に
倒
れ
八
阪
神

大
言
災
が
追
い
打
ち
を
か
け
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
構
想
は
夢
の

域
を
出
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
逆
に
、
震
災
で
約
６

４
０
０
人
右
の
蒔
い
面
が
失
わ

足
掛
け
３
年
。
ア
ジ
ア
で
最
も
貧
し
い
国
の
ひ
と
つ
で
宍
ｏ
歳
未
満

の
乳
幼
児
の
死
亡
串
が
日
本
の
約
2
0
倍
に
も
な
る
ネ
パ
ー
ル
に
は
こ

れ
ま
で
、
各
国
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
教
授
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
あ
っ
た
べ
今
回
の
病
院
建
設
ほ
ど
多
く

の
日
本
の
市
民
が
自
ら
参
加
し
た
例
は
な
い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら

ブ
ト
ワ
ル
４
ど
の
折
衝
、
日
本
か
ら
の
援
助
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
診

療
開
始
に
至
る
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
見
続
け
た
立
場
か
ら
、
子
ど
も
病

　
「
死
」
を
見
つ
め
、
「
生
」
の

あ
か
し
を
求
め
る
こ
と
の
意
義

が
説
か
れ
、
内
外
の
数
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
于
を
借
り
て

　
「
助
け
合
い
」
の
機
運
が
い
っ

そ
う
強
く
、
全
国
に
発
信
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
で

は
、
貧
し
い
ア
ジ
ア
ふ
ノ
フ
リ

カ
か
ら
飲
援
を
求
め
る
こ
と
は

想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
だ

ぺ
被
災
地
に
こ
う
し
た
国
々

か
ら
援
助
が
実
際
に
寄
せ
ら
れ

た
と
戮
復
興
に
忙
し
い
被
災

者
か
ら
「
今
度
は
お
返
し
を
し

よ
う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
が
、
毎
日
新
聞
と
毎
日

新
聞
社
会
事
業
団
部
面
災
の
翌

年
の
9
6
年
示
ャ
ン
ペ
ー
ー
ン
「
明

日
を
生
き
た
い
ｉ
－
－
‘
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
ふ
も
と
か
ら
」
を
姶
め
た
ぎ

っ
か
け
と
な
っ
た
。
篠
原
医
師

は
そ
の
年
の
Ｈ
月
、
構
想
が
具

体
化
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
息
を
引
き
取
っ
た

べ
失
明
「
多
く
の
人
た
ち

が
加
わ
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
か

た
い
」
と
二
仏
に
何
度
も
話
し

た
。

　
絹
院
の
設
計
は
、
世
界
的
な

淫
楽
家
、
安
藤
志
雄
さ
ん
が
引

【
藤
原
健
、
写
真
も
】

・
奉
書
－
一
一
一
一
一
一
ａ
・
ｉ
一
一
一
一
一
●
奉
ｔ
ｌ
一
家
一
一
一
一
一
φ

き
受
け
た
。
寄
金
は
１
万
人
を

超
え
る
読
者
か
ら
の
も
の
だ
。

企
業
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。

大
阪
ガ
ス
小
さ
な
灯
運
動
、
松

下
電
器
産
業
労
働
組
合
…
…
。

東
京
か
ら
は
渋
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
浄
財
も
あ
っ
た
。

　
被
災
地
で
も
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
兵

車
（
迪
利
博
代
表
）
が
今
年

２
月
に
設
立
さ
れ
た
。
医
師
、

看
護
婦
、
薬
剤
師
な
ど
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

と
連
絡
し
合
い
な
が
ら
、
医
療

機
材
、
医
薬
品
の
調
達
に
奔
走

し
た
。

　
岡
山
市
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

高
校
生
絡
織
べ
絹
院
の
付
属

施
設
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る

障
害
児
の
た
め
の
施
設
建
設
向

け
に
、
街
頭
募
全
活
動
を
始
め

た
。

　
こ
う
し
た
日
本
の
動
き
に
連

動
、
「
世
界
の
安
藤
」
の
名
に

魅
せ
ら
れ
た
有
能
な
ネ
パ
ー
ル

の
建
築
家
が
多
数
参
加
し
た

し
、
ブ
ト
ワ
ル
市
と
地
元
商
工

会
議
所
も
宿
院
の
周
辺
を
整
備

し
こ
翁
吊
電
気
も
引
い
た
。
、

人
□
約
1
0
万
人
。
年
間
予
算
規

模
４
５
０
０
万
ル
ピ
Ｌ
（
Ｉ
ル

ピ
ー
約
２
円
）
の
市
財
政
は
決

し
て
豊
か
で
は
な
い
。
今
後
は
、

営
内
の
小
学
生
が
Ｉ
人
当
た
り

Ｉ
ル
ピ
ー
を
毎
月
積
み
立
て
、

こ
れ
を
運
営
費
に
回
す
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
で
、
「
日
本
か
ら
の

善
意
」
に
応
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
宿
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
今
、
ネ

パ
ー
ル
人
２
人
、
日
本
人
１
人

の
医
師
と
４
人
の
看
護
婦
、
５

人
の
検
査
技
師
。
5
0
床
の
ベ

ッ
ド
は
真
新
し
い
ぺ
医
療

機
器
の
大
半
は
、
イ
ン
ド
経
由

で
陸
路
、
運
ば
れ
て
い
る
。
機

器
が
整
備
さ
れ
、
急
患
の
手
術

が
で
き
る
よ
ぅ
に
な
る
ま
で

に
は
、
も
う
少
し
時
開
か
か

か
る
。

　
病
院
運
営
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本

部
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
の
連

携
で
行
ぅ
べ
通
信
事
情
が
悪

く
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
現
地
へ

は
、
空
路
バ
イ
ラ
ワ
ま
で
向
か

い
、
そ
こ
か
ら
車
で
さ
ら
に
4
0

分
ち
か
か
る
。
機
器
に
限
ら
ず
、

医
薬
品
の
運
搬
も
不
便
だ
。
軌

道
に
乗
る
ま
で
は
、
病
院
ス
タ

ッ
フ
の
強
靭
な
宣
言
に
頼
る

し
か
な
い
。

　
現
地
の
人
た
ち
は
、
こ
の
病

院
を
「
日
本
の
病
院
」
と
呼
ん

で
い
る
。
最
先
端
の
機
器
と
技

術
、
患
者
に
優
し
い
看
護
、
清

潔
な
施
設
…
…
。
「
ｆ
七
ん
な
百

本
一
の
イ
メ
ハ
ン
庖
壊
さ
な
い

た
め
に
兪
こ
れ
か
ら
も
宿
院

へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
下
さ

い
」
と
、
貿
詐
陽
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
は
強
調
し
た
。
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